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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　よこ糸及びたて糸からなる模様織物の製造方法であって、製織すべき画像の画像データ
を作成または準備する工程（１）と、前記画像データを、少なくとも４つの選択基本色か
ら成る画素に分解する工程（２）と、ジャカード織機用の製織プログラムをセットアップ
する工程（３）と、前記ジャカード織機で前記織物を製織する工程（４）とを含むような
方法において、
　前記画像データの分解工程（２）では、前記画像データを、前記各基本色に対応した別
個のビットマップ（６）それぞれにて８ビットの深色性を持つ画素に格納し、前記深色性
を各基本色に対し２ビットに低減し、前記各基本色のビットマップ（６）をそれぞれ１画
素分だけオフセットし、それらを合成して前記各基本色を有する１つのビットマップ（７
）を形成し、
　前記製織プログラムのセットアップ工程（３）では、前記ビットマップ（７）に基づく
不規則な織りによる製織プログラムをセットアップし、
　前記製織工程では、よこ糸を糸群として挿入し、且つ、少なくとも２本のたて糸及び２
本のよこ糸により規定される単位セル内で、前記製織プログラムに従って選定された糸が
結接されるようにすることを特徴とする模様織物の製造方法。
【請求項２】
　前記深色性の低減時に、閾値によって、グレーステップを前記各基本色又は白に分解す
ることを特徴とする、請求項１に記載の模様織物の製造方法。
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【請求項３】
　前記ビットマップ（６）がよこ糸方向及び／又はたて糸方向に１画素分だけオフセット
されることを特徴とする、請求項１に記載の模様織物の製造方法。
【請求項４】
　シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、及び黄（Ｙ）と、黒（Ｓ）または白（Ｗ）のいずれか
１つとを基本色として使用すること特徴とする、請求項１に記載の模様織物の製造方法。
【請求項５】
　赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）及び黄（Ｙ）と、黒（Ｓ）または白（Ｗ）のいずれか１
つとを基本色として使用することを特徴とする、請求項１に記載の模様織物の製造方法。
【請求項６】
　最高１６色までの基本色を使用することができることを特徴とする、請求項１に記載の
模様織物の製造方法。
【請求項７】
　前記製織プログラムのセットアップ工程で、ＣＡＤシステム（８）により前記ビットマ
ップ（７）に基づいて織りを固定することを特徴とする、請求項１に記載の模様織物の製
造方法。
【請求項８】
　前記製織プログラムのセットアップ工程で、予め定められたたて糸／よこ糸比で、前記
ビットマップ（７）に基づいて製織プログラムをセットアップすることを特徴とする、請
求項５に記載の模様織物の製造方法。
【請求項９】
　前記製織プログラムのセットアップ工程で、模様カード（９）をセットアップすること
を特徴とする、請求項１に記載の模様織物の製造方法。
【請求項１０】
　前記糸群が異なる基本色のよこ糸（１１）から成り、それらが定められた一定の順序で
挿入され、少なくとも１本のたて糸（１２）によってセル内で結接されることを特徴とす
る、請求項１に記載の模様織物の製造方法。
【請求項１１】
　前記糸群の少なくとも１本のよこ糸（１１）を、前記よこ糸が前記織物の表側で少なく
とも１本のたて糸（１２）の上を横切るように結接することを特徴とする、請求項１０に
記載の模様織物の製造方法。
【請求項１２】
　白色及び／又は黒色のたて糸を使用することを特徴とする、請求項１０又は１１に記載
の模様織物の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、模様織物、特にジャカード織物の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＷＯ００／６０１５１は、模様織物及び杼口を形成するたて糸とよこ糸とを用いる製織
技術でそれを製造する方法を記載している。この方法では、糸群を形成する異なる基本色
の少なくとも４本のよこ糸が定められた一定の順序で、たて糸と共に一定のセルを形成す
るように挿入される。よこ糸は、所定の色感覚の彩色セルが得られるように、反復繰返し
による規則的な織りによって結接される。イラストを有するジャカード織物を製造するた
めに、製織プログラムがセットアップされる。この目的のために、モデルに提示されるイ
ラストは、製織可能な画像点又は彩色セルに分解される。この場合、ヒトの目の低解像度
に基づいて織物に混色が生成される。
【０００３】
　そうすると、規則的な織りの使用は、織物に複製されるイラストに対し大きい影響を持
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つことが明らかになった。多数の色合いを生成することができるが、今日使用される色分
解に生成されるニュアンスは必ずしも反復繰り返しによって再生されない。その結果とし
て、製織すべきイラストと製織されたイラストとの間の品質差が生じ、これは不都合であ
る。
【０００４】
　ドイツ国特許第４４３８５３５号は、彩色布のジャカード織りのための方法を開示して
いる。この方法では、製織すべきイラストを、印刷技術から公知のスクリーン印刷法によ
って分解する。この方法では、モデルは走査によってコンピュータに転送され、画像表示
装置に表示され、非常に多数の色合いが存在する。その後、色は描画可能な又は所望の色
数に低減される。最終的に、この色数は網点、すなわち赤、黄、及び青の色彩、ならびに
黒及び白をも有する画像点に分解され、該網点は製織可能な点サイズを有する。色分解の
後、各網点を組織点に対応させて、製織プログラムがコンピュータ技術によってセットア
ップされる。これらの組織点は、古典的なジャカード法に従って結接される。すなわち、
反復繰返しによる規則的な織りが使用される。
【０００５】
　この公知の方法には実質的な弱点がある。この方法を実施するには、製織の経験を持つ
当業熟練経験者が絶対的に必要である。正確には、黄、赤、及び青の色彩の製織彩色イラ
ストでは、混色が不完全であることが明らかになった。すなわち、それらはモデルの全て
の色合いを持たない。通常、製織イラストを改善するためには補正が必要である。しかし
、そのような補正は、製織の経験を持つ当業熟練経験者しか実施できない。複製グラフィ
ックスのための色分解では、印刷作業中に印刷色間の領域で混色が発生すると想定されて
いる。言い替えると、印刷色点は明瞭に区切られるのではなく、代わりに、隣接する色点
の印刷色が縁領域で相互に部分的に流れ込む。公知の方法では、イラストは明瞭な区切り
を持つ組織点を形成する網点に分解される。ヒトの目の低解像度のために、混色効果が発
生する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　発明の目的は、冒頭に示した模様織物、特にジャカード織物の製造方法を改善すること
である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　これは、本発明に従って、請求項１による織物の製造方法によって達成される。
【０００８】
　本発明による織物は、たて糸と、糸群を形成し、且つ、セルが所定の色感覚を持つよう
にセル内でたて糸によって結接されるよこ糸とで構成される。セルは、少なくとも２本の
たて糸及び２本のよこ糸により、反復繰返し無しで、たて糸方向及びよこ糸方向に不規則
な織りによって形成される。
【０００９】
　製織されるイラストの改善された複製は、不規則な織りによって織物に有利に達成され
る。
【００１０】
　イラストの画像分解中に不規則な織りを製織プログラム（画像点）に従って予め定める
と、所望の色感覚が織りによって直接複製されるので、有利である。
【００１１】
　この目的のために、点が色によって描かれるように、織物の表側で糸群のうち少なくと
も１本のよこ糸が、少なくとも１本のたて糸と後者の上で交差することができる。色のニ
ュアンスを描くために、糸群のうちのさらなるよこ糸をたて糸の上に配設することができ
る。この場合、よこ糸は浮くこともできる。
【発明の効果】
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【００１２】
　織物は異なる基本色のよこ糸を持つことが有利である。黒／白図の場合、糸群は黒色及
び白色のよこ糸から構成することができる。彩色図の場合、糸群は赤、緑、青、黄、黒及
び白、又はマゼンタ、シアン、黄、黒及び白の基本色のよこ糸を含むことが有利である。
【００１３】
　単色領域が大きい場合には、規則的な織りを設けると有利である。
【００１４】
　織物の表側のよこ糸が最大４８本のたて糸にわたって浮くと、織物の表側がそれによっ
てより優れた印象を残すので、有利である。織物の裏側のよこ糸は最小限４本のたて糸に
わたって浮くので、織物の全体的な印象が有利に改善される。
【００１５】
　よこ糸及びたて糸から模様織物を製造する請求項１記載の方法では、製織すべきイラス
トのモデルからファイルフォーマットがセットアップされ、製織すべきイラストが、少な
くとも４つの選択された基本色から構成される画素に分解される。本発明では、各基本色
は８ビットの深色性を持つ画素に分解される。基本色の画素はそれぞれ別個のビットマッ
プに格納され、続いて深色性が各基本色につき２ビットに低減される。その後、基本色の
ビットマップが各々１画素の量だけオフセットされ、続いて組み立てられて、基本色を有
するさらなるビットマップを形成する。このビットマップによって、ジャカード織機用の
製織プログラムがセットアップされ、それは織りの反復繰返しの無い不規則な織りの使用
を可能にし、それに従ってジャカード織機で織物が製造される。
【００１６】
　この方法による電子画像処理によって、予め定められたファイルフォーマットから、高
解像度を有し、且つ、織物における原画に忠実なイラストの複製を構成するファイルフォ
ーマットがセットアップされる。ファイルフォーマットは製織プログラムに転送され、製
織可能なデータフォーマットに変換される。これの利点は、製織経験のある当業熟練者に
よる手動補正無しに、予め定められたファイルフォーマットに従って画像点を形成するこ
とができることである。反復繰返しの無い不規則な織りの使用によって、高解像度のおか
げで結果的にモデルのイラストの原画に忠実な複製を生じる、基本色の画像点が織物に形
成される。
【００１７】
　深色性の再生においては、閾値を含めることにより、有利なように基本色の深色性に影
響を及ぼすことができる。
【００１８】
　ビットマップをたて糸方向又はよこ糸方向に１画素の量だけオフセットすることにより
、織物の濃度を有利なように改善することができる。
【００１９】
　画像処理から識別された色に加えて、他の色又は最高１６色までを選択することもでき
、好都合である。
【００２０】
　ＣＡＤシステムにより、製織プログラムをセットアップする際に、織りはさらなるビッ
トマップのデータによって固定され、予め定められたたて糸／よこ糸比が含まれる。これ
の利点は、製織プログラムのセットアップを簡素化することができ、この目的のために必
要な出費を低減できることである。
【００２１】
　よこ糸を一定の順序で挿入することにより、挿入装置の設計は簡素化することができ、
有利である。挿入中のよこ糸の基本色の順序は、製織されるイラストをモデルの色感覚に
適合させることができるように自由に選択可能であり、有利である。
【００２２】
　糸群のよこ糸は、よこ糸が織物の表側でたて糸の上を横切るように結接することができ
る。それによって色点が有利に形成される。混色効果を達成することができるように、２
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本又はそれ以上のよこ糸を結接することもできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　本発明の実施の形態を、図面によって以下でさらに詳しく説明する。
【００２４】
　図１乃至図１０を参照する。図１は、イラスト入りジャカード織物を生産するために必
要な工程をブロック図の形で示す。
【００２５】
　図２は製織すべきイラストのモデルを示し、これは、色分解によってイメージドットに
変換され、製織プログラムのための基礎を形成する（図２及び図３）。次いで、以下で説
明する本発明に係る織物のバージョンがジャカード織機によって製造される。
【００２６】
　図５は製造される織物の組織点設計用紙を示し、それに従って基本色赤Ｒ、緑Ｇ、青Ｂ
、黄Ｙ、黒Ｓ、及び白Ｗのよこ糸が所定の順序で挿入される。よこ糸の挿入及びたて糸の
運動（上昇行程及び下降行程）は、この組織点設計用紙によって調整される。織りは、イ
ラストの色分解中に形成される画像点に従って得られる。図５に示すように、赤及び緑の
画像点が織物に形成される。組織点設計用紙の指示に基づいて、結接の後、赤のよこ糸が
たて糸Ｋ１と後者の上で交差するように、たて糸Ｋ１は下部杼口に配置され、他のたて糸
は上部杼口に配置される（図６及び図７）。混色又は色のニュアンスを得るために、異な
る色を持つ複数のよこ糸を同様のやり方で結接することもできる。
【００２７】
　図６に示すように、よこ糸１１は織物の裏側で浮く。同様によこ糸１１は、織物の表側
で浮くことが可能である。織物構造を改善するために、よこ糸の浮きの長さは、具体的に
裏側では最低４本のたて糸１２、表側では最大４８本のたて糸に制限される。
【００２８】
　製織すべきイラストが比較的大きい単色領域を持つ場合、織物のよこ糸は規則的織りに
よって結接される。
【００２９】
　図９に係るさらなる実施の形態では、当該方法は画像の作成１、画像の分解２、製織プ
ログラムのセットアップ３、及び製織４を含む。画像の作成では、モデル、例えば写真か
らの走査によって、ＴＩＦＦファイルフォーマットの画像データが画像処理用のプログラ
ムに読み込まれ、製織すべきイラストの画像として画像表示装置に表示される。スキャナ
及び画像表示装置の解像度によって、画像表示装置に表示されるイラスト画像は数千の色
又は色合いを有する。
【００３０】
　画像の分解は、画像表示装置上のイラストに基づいて実行される。画像の分解では、製
織中に使用される最初に基本色のシアンＣ、マゼンタＭ、黄Ｙ、及び黒Ｓが選択される。
その後、画像の色は基本色に分解され、各基本色毎に別個のビットマップ６の８ビットの
深色性を持つ画素に格納される。その後、各基本色の深色性はそれぞれ２ビットに低減さ
れ、その結果として、矩形画素が形成される。この場合、閾値により、グレーステップは
基本色Ｃ、Ｍ、Ｙ、Ｓ又は白Ｏに分解され、画素の基本色はこうして固定される。最後に
、基本色のビットマップはよこ糸方向に１画素の量だけオフセットされ、さらなるビット
マップ７上で合成される。１画素の量のオフセットのおかげで、基本色シアン、マゼンタ
、黄、黒、及び白のよこ糸の糸順が同時に固定される。これらのデータはＴＩＦＦファイ
ルフォーマットでＣＡＤシステム８に読み込まれ、画像表示装置に表示される。
【００３１】
　このデータから、織りの反復繰返し無しで不規則な織りの使用を可能にする、ジャカー
ド織機用の製織プログラムがセットアップされる。イラストの助けを借りて、織りは読み
込まれたデータによって固定され、たて糸／よこ糸比が含まれる。この場合、データは矩
形画素として図示され、画像表示装置上で画素を製織すべきイラストの矩形画像点として
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示す模様カード９に転送される。その後、製織カード１０がセットアップされ、それによ
ってジャカード織機が制御される。
【００３２】
　製織中に、５本のよこ糸１１が、シアン、マゼンタ、黄、黒、及び白の糸順で糸群とし
て、よこ糸ラインに挿入される。よこ糸は、織りの反復繰返し無しの織りによって２本の
たて糸及び少なくとも２本のよこ糸により形成されるセル内で、たて糸１２によって結接
される。
【００３３】
　図１０は、製織プログラムから導出される、製造すべき織物の組織点設計用紙を示す。
よこ糸の挿入及びたて糸の運動（上昇行程及び下降行程）は、この組織点設計用紙によっ
て調整される。織りは、イラストの色分解中に形成される画像点に従って得られる。図１
０に従って、基本色のシアンを持つ画像点及び基本色のマゼンタを持つ画像点が織物に形
成される。組織点設計用紙の指示に基づいて、結接の後、基本色のマゼンタを持つよこ糸
がたて糸Ｋ３と後者の上で交差するように、たて糸Ｋ１は下部杼口に配置され、他のたて
糸は上部杼口に配置される（図１１及び図１２）。混色又は色のニュアンスを得るために
、異なる色を持つ複数のよこ糸を同様のやり方で結接することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】イラスト付きのジャカード織物を製造するための作業の一実施形態を示すブロッ
ク図。
【図２】製織すべきイラストのモデルの複製を示す図。
【図３】選択された基本色におけるイラストの色分解後の状態を示す図２のモデルのＡ部
の拡大詳細図。
【図４】図３のＢ部の拡大詳細図。
【図５】不規則な織りのための組織点設計用紙。
【図６】不規則な織りを持つ織物の断面図。
【図７】図６の織物の平面図。
【図８】規則的な織りのための組織点設計用紙。
【図９】彩色模様を持つ織物を製造するための本発明による方法のさらなる実施形態のブ
ロック図。
【図１０】不規則な織りのための組織点設計用紙。
【図１１】不規則な織りを持つ織物の断面図。
【図１２】図１１による織物の平面図。
【符号の説明】
【００３５】
１　　画像の作成
２　　画像の分解
３　　製織プログラムのセットアップ
４　　製織
５　　基本色
６　　ビットマップ
７　　ビットマップ
８　　ＣＡＤシステム
９　　模様カード
１０　　製織カード
１１　　よこ糸
１２　　たて糸
Ｒ　　赤
Ｇ　　緑
Ｂ　　青



(7) JP 4072760 B2 2008.4.9

Ｙ　　黄
Ｓ　　黒
Ｗ　　白
Ｃ　　シアン（青）
Ｍ　　マゼンタ（赤）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】

【図１２】
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